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令和 6 年度  

社会福祉法人大槌町社会福祉協議会ボランティアセンター事業報告 

■地域交流用具等の貸出し 

地域住民の交流や、自治会・町内会の立ち上げに資するため、地域交流用具等の貸し出しを行いました。 

主な貸出し物品：テント、長机、パイプイス、キャンプ机、キャンプイス等  

貸出先 
自治会 

町内会 

NPO・ 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 
企業 

一般社団 

法人 

学校・ 

公民館 
協会関係 

貸出件数 7 件 9 件 0 件 2 件 4 件 1 件 

貸出先 福祉施設 
郷土芸能 

団体 
住民有志 

お茶っこ 

の会 
行政関係 合計 

貸出件数 15 件 4 件 5 件 3 件 10 件 60 件 

 

■おおつち産業まつりへの参加 

 「おおつち産業まつり」に参加・出店し、地域との交流や社協事業の周知等に努めました。 

開催日 場所 参加者数 内容 

R6.10.14 
大槌町海づくり記念

公園 
約 170 名 

①各事業所パネル展示 

②福祉体験・お振舞い 

③福祉車両の展示・体験 

（町内の学生ボランティア 9 名が協力） 

④被災地支援・物産展 

⑤共同募金の呼びかけ 

（町内の学生ボランティア 4 名が協力） 

被災地支援・物産展の売上利益 9,095 円は、山形県酒田市社会福祉協議会へ寄付しました。 

寄付日：令和 6 年 11 月 20 日 

寄付先：山形県酒田市社会福祉協議会 

〒998-0864 山形県酒田市新橋 2 丁目 1 番地 19 TEL 0234-23-5765 

■地域活動やボランティア活動の活性化 

① 町民ボランティア登録者数 

登録内容 雪かき 
レクリエーション兼 

キャップハンディサポーター 

登録者数 30 名 16 名 

② ボランティアの活動支援 

令和 6 年度ボランティア受入数  106 団体 311 名 

活動内容 
住民交流 

イベント 
花壇整備 

環境整備・ 

維持活動 

ベルマーク 

貼付作業 

体験学習 

補助 
合計 

活動人数 148 名 5 名 66 名 88 名 4 名 311 名 
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③ ボランティア保険加入促進 

保険種類 令和 6 年度 令和 5 年度  

ボランティア 

活動保険 

基本プラン 27 件 465 名 26 件 397 名 

天災・地震 

補償プラン 
2 件 9 名 0 件 0 名 

特定感染症 

重点プラン 
0 件 0 名 1 件 18 件 

ボランティア 

行事保険 

A1 プラン 21 件 1,387 名 21 件 1,387 名 

A2 プラン 1 件 400 名 1 件 400 名 

A3 プラン 1 件 104 名 1 件 104 名 

B プラン 1 件 4 名 1 件 4 名 

C プラン 49 件 2,740 名 49 件 2,740 名 

福祉サービス総合補償 3 件 49 名 3 件 49 名 

送迎サービス補償 0 件 0 名 0 件 0 名 

④ ボランティア研修会の開催 

  「ボランティア倶楽部」の名称で町民を対象とした研修会を開催しました。 

開催日 場所 参加者数 内容 

R6.8.28 
岩手県立大槌高等学校 

3 階多目的室 
5 名 

第 1 回 高校生パワーで地域を元気に 

～地域とつながる実践講座～ 

●講義：ボランティアとは 

    ・実際の活動者から話を聞く 

講師：大槌町 NPO・ボランティア 

団体連絡協議会  

会長 多田 左衛子氏 

R6.9.10

～ 

R6.9.28 

①新生おおつち 

②花道育成会 

③ほっとおおつち 

④ハイスこづち 

⑤デイサービスセンター 

はまぎく 

⑥臼沢寺野ふれあい集会所 

11 名 

第 2 回 高校生パワーで地域を元気に 

～地域とつながる実践講座～ 

●実践：ボランティア活動 

    イベント、お茶っこの会の運営補助、

施設利用者との交流等 

R6.10.3 
岩手県立大槌高等学校 

3 階多目的室 2 
9 名 

第 3 回 高校生パワーで地域を元気に 

～地域とつながる実践講座～ 

●振り返り  

・ボランティア活動に参加して感じたことや

気づいたことについて振り返る 

 

 



3 

⑤ 大槌町 NPO・ボランティア団体連絡協議会の運営 

参加構成団体数：12 団体  ※総会資料 P3～P6 令和 6 年度事業報告参照 

※今年度は、「第 24 回長澤基金助成金」を活用し、事業の運営を行いました。 

■ 地域福祉を担う人材育成 

① キャップハンディ体験教室 

実施先 開催日 参加者数 内容 

大槌町学園 

4 年生 
R6.6.17 54 名 

①講義「ガイドヘルプについて」 

②体験「アイマスクをつけてみよう」 

   「ガイドヘルプをやってみよう」 

② 防災学習・体験  

防災に係る学習支援の依頼を受け、対応を行いました。 

実施先 開催日 参加者数 内容 

吉里吉里学園 

中学部 
R6.10.4 11 名 

9 年生 9 名、教職員 2 名 

避難所運営ゲーム（HUG）の体験 

（床で避難所運営の模擬体験） 

大槌学園 

R6.10.30 67 名 

9 年生 60 名、教職員 7 名 

避難所運営ゲーム（HUG）の体験 

（机上での避難所運営の模擬体験） 

R6.11.14 109 名 

9 年生 60 名、教職員 8 名 

地域住民・団体 35 名、その他宮崎県教員 6 名 

避難所運営訓練 

（体育館での避難所運営訓練) 

 

■ 情報提供・総合的な相談支援体制の充実 

① 広報等による情報発信  

町民へ社協の事業や様々な福祉情報を知ってもらうため広報を発行しました。 

・広報の配布実績 

配布物 発行回数 配布先 

おおつち社協会報 3 回（7・11・3 月） 町内全戸 

おおつち社協だより 3 回（5・9・1 月） 町内全戸 

こ茶っこ 拠点カレンダー 12 回（毎月末日） 町方地区住民（380 部） 

おひさま便り 3 回（4・8・12 月） サービス利用者・関係者 

はまぎく便り 12 回（毎月） サービス利用者・関係者 

ほっと おおつち便り 4 回（5・8・11・2 月） サービス利用者・関係者 

ワークフォローだより 3 回（5・9・1 月） サービス利用者・関係者 
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・ホームページ作成事業  

社協の広報啓発活動の一環として、インターネット上でホームページを公開しました。 

■ 地域福祉のネットワーク強化  

②災害ボランティアセンター設置・運営訓練および市町村域ネットワーク会議 

災害時にボランティアセンターをスムーズに設置・運営するため、関係団体の相互連携や立ち上げの

訓練を行いました。 

開催日 場所 参加者数 内容 

R6.9.26 安渡公民館 24 名 

令和 6 年度  

釜石広域 市町村域ネットワーク会議 

●内容： 

①趣旨説明 

・災害ボラセンの目的と役割について 

・三者連携の必要性について 

②グループワーク 

・平時から取り組めることについて 

・地域の弱み（課題）について 

●参加団体： 

・岩手県 

岩手県（地域福祉課 ※オンライン）、岩手県社会

福祉協議会、いわて NPO 災害支援ネットワーク

（INDS） 

・釜石市 

 釜石市（地域福祉課）、釜石市社会福祉協議会 

・大槌町 

 大槌町（防災対策課、健康福祉課）、大槌町民生

委員児童委員協議会、大槌町 NPO・ボランティア

団体連絡協議会、NPO 法人吉里吉里国、NPO

法人ワーカーズコープ、大槌町社会福祉協議会 
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R6.10.18 

大槌町文化交流セン

ターおしゃっち 

多目的ホールおよび

屋外 

40 名 

令和 6 年度釜石広域災害ボランティアセンター設

置・運営研修 

●内容： 

①災害ボランティアセンターについて（説明） 

・災害ボランティアセンターと三者連携について

（岩手県社協） 

・愛知県東海市社会福祉協議会の取組について 

（東海市社協） 

②グループワーク 

・午後のロールプレイに向けた協議・役割分担 

③ロールプレイ 

・災害ボランティアセンターの運営を体験する。 

参加団体： 

●岩手県 

岩手県社会福祉協議会 

●釜石市 

釜石市社会福祉協議会 

●大槌町 

大槌町（防災対策課、健康福祉課）、大槌町民

生委員児童委員協議会、大槌町 NPO・ボラン

ティア団体連絡協議会、NPO 法人吉里吉里

国、一般社団法人おらが大槌夢広場、NPO 法

人ワーカーズコープ、大槌町社会福祉協議会 

●愛知県東海市社会福祉協議会 

※釜石市・山田町と災害協定締結社協 

●後方支援社協 

・宮古広域…山田町社会福祉協議会、岩泉町社

会福祉協議会 

・気仙広域…大船渡市社会福祉協議会、住田町

社会福祉協議会 

 

■ 福祉サービスの充実と質の向上 

① 買物・見守り支援の実施（あんしん助っ人便） 

一人暮らし高齢者世帯や身体障がい者世帯等の買い物困難世帯を対象に、買い物代行サービスを

実施しました。 

登録者 延べ利用者数 延べ注文件数 

6 名 18 名 18 件 

 


